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新隼あけましておめでとうございます
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さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
の
少
子
高

齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
の
進
展
に
よ
り
、
団
塊
の

世
代
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
中
堅
世
代
と

な
り
、
一
層
超
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
そ
の
役

割
は
益
々
重
要
と
な
り
、
高
年
齢
者
の
皆
様
の
力

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
明
る
く

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
公
益
社
団
法
人

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
昨
年
の
四
月
に
十
年
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
関
係
の
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
尽
力
、

ご
努
力
の
も
と
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
ご
活
躍

さ
れ
、
高
齢
者
福
祉
の
増
進
、
地
域
社
会
の
活
性

化
な
ど
、
公
益
の
た
め
の
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

諭
隼
の
蓼
し

あ
＆、

巽
、
匂

公
益
社
団
法
人

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

者
の
活
動
と
活
躍
の
場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
方
で
当
セ
ン
タ
ー
の
昨
年
度
の
事
業
実
績
で

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
長
引
く
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
が
否
め
ず
一
昨
年
度
を
若
干
下
回
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
実
績
は
現
在
の
と
こ
ろ
わ
ず
か
な

が
ら
回
復
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
の
増
収
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
年
に
わ

た
り
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
地
域
の
発
展
に
尽

力
し
て
こ
ら
れ
た
そ
の
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
経

験
が
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

構
成
市
（
甲
州
市
・
山
梨
市
）
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
活
力
あ
る
地
域
の
推
進
役
を
担
う
高
年
齢

理
事
長
鈴
木
幹
夫

零醗輔率醗雛輔 謙鞭
本年もよろしくお願いいたします

理
事
長
（
甲
州
市
長
）
鈴
木
幹
夫

副
理
事
長
（
山
梨
市
長
）
高
木
晴
雄

常
務
理
事
（
甲
州
市
）
曽
根
浩

理
事
（
甲
州
市
）
小
澤
邦
次

理
事
（
甲
州
市
）
雨
宮
功

理
事
（
甲
州
市
）
岡
進

理
事
（
甲
州
市
）
金
井
孝
子

理
事
（
甲
州
市
）
芦
澤
太
美
男

理
事
（
山
梨
市
）
高
保
博
仁

理
事
（
山
梨
市
）
上
野
千
秋

理
事
（
山
梨
市
）
北
直
行

理
事
（
山
梨
市
）
奥
山
秀
子

理
事
（
山
梨
市
）
坂
本
耕
造

理
事
（
甲
州
市
）
志
村
裕
喜

理
事
（
山
梨
市
）
戸
泉
俊
美

監
事
（
山
梨
市
）
川
井
洋
二

監
事
（
甲
州
市
）
桐
原
や
よ
ひ

主
査

副
主
査

副
主
査

主
事

開
拓
推
進
員

開
拓
推
進
員

事
務
局
長
兼

塩
山
事
務
所
長

山
梨
事
務
所
長

丸
山
一
朗

根
津
由
美
子

羽
中
田
典
子

古
屋
勇
太

山
下
加
津
也

荒
井
す
わ
子

野
沢
真
奈
美

曽
根

浩
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表
彰
状
及
び
感
謝
状
を
贈
呈

令
和
四
年
五
月
三
十
日
、
勝
沼
防

災
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
令
和
四
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
三
年

度
収
支
決
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
席
上
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
発
展
・
振
興
に
寄
与

し
業
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
、
会
員
並

び
に
役
員
の
方
々
に
表
彰
状
及
び
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

表
彰
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
会
員
・
十
五
年
以
上
］

・
岡
せ
つ
子
・
田
中
茂

・
小
澤
克
雄
・
小
泉
勝
夫

、
白
川
勝
彦
・
奥
山
幹
夫

・
山
田
芳
枝
・
中
塚
高
司

・
飯
塚
美
千
子
・
荒
井
す
わ
子

・
宮
沢
豊
・
長
谷
川
美
枝
子

感
謝
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
役
員
・
三
期
未
満
】

・
川
口
仁
・
沼
田
陽
一

〔
役
員
・
三
期
以
上
｝

・
山
中
妙
子
長
田
武

令
和
四
年
度
定
時
総
会
開
催

－

一 一

▲15年以上の会員へ表彰､中塚高司様(代表受領） ▲役員表彰､山中妙子様

三一三一司亟コー

令和4年度定時総会 ’
。

ゴ
毎
■
ご
■
。
１
■
■
■
■
■
■
■
ロ

▲役員感謝状、川口仁様 ▲正副理事長との集合写真

ｒ
Ｌ

「
４令和B年度事業実績（職種・発注者別の内訳） 単位：千円

発注者別

等 36,94

1

植木剪定･襖･障子
網戸張替等

32,260(18.3％）
公共施設等管理

請負・委任による事業 労働者派遣事業

型
一
本

公
企

共

一般家庭

８
４
９
０
２
２
０
１
７
８ 些

禾

公
企

黄

一般家庭

３
５
Ｂ
ｇ
Ｏ
３
０
４
２

合計 175,980小 計 151 ,502 小 計 24，478

3令和5年1月1日



ボランティア活動と剪定講習会の実施
於）山梨県立ろう学校

創立100周年の山梨県立ろう学校様のご協力を得て、令和4年10月21日（金）午前g
時から令和4年度ボランティア活動兼剪定技能講習会を実施しました。
澄み切った胄空の下、会員の活動により清々しい環境を取り戻し、技能向上も図ることがで
きました。大変お疲れさまでした。

＊令和4年10月7日（金）に予定していた管内全域の奉仕活動は､雨天のため中止となりました。

一一

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

令和4年度県連合会と合同で「安全・適正就業強化月間巡回パトロール」
実施及び当シルバー人材センターの「安全委員会」を開催

令和4年7月15日（金）山梨県シルバー人材センター連合会と合同で「安全・適正就業
強化月間巡回パトロール」を連合会担当者の出席のもと山梨事務所において実施しました。安
全対策への取り組み状況のヒアリングと安全器具の活用についての説明等を行いました。また、

同7月20日（水）第1回安全委員会員が開催され、安全に就業ができるよう就業中の事故ゼ
ロを目指して安全対策意識の高揚と啓発の推進について改めて確認しました。 （当日、新たな安
全委員が委嘱されました｡）

～いつまでも働く喜び無事欲から～安全就業スローガン（令和2年度～4年度）

安全委員が改選されました。 （令和4年度~令和5年度）m,1
■

T
堀
簿
・
・
儲

甲州市

山梨市

甲州市

甲州市

甲州市

甲州市

山梨市

山梨市

山梨市

山梨市

山梨市

山梨事務所

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
局

員
類
務

委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
事

癖
一
部
一
噸
一
州
一
噸
一
軒
一
鋤
一
順
一
鱗
一
篝
鋤
一
汕

邦次

博仁

義美

勝

正彦

強

冨士雄

常治

秀夫

正美

光男

一朗

､

三陽金属MUSOU無双ツ

インブレードの説明(左上）

草刈り用防護ネットの説明

(右上）

安全委員会委員委嘱式及び

安全委員会の開催（左）
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rｼﾙパｰ派遣事業についそ~）
シルバー人材センター事業として、これまでの「請負委任」による就業に加え、会員の就
業機会の拡大と適正就業の推進を図るため、高齢者の新しい働き方が可能となるシルバー派遣

シルバー派遣事業につい

事業（労働者派遣事業）を行ってL

q労働者派遣事業の場合
ｆ
一

日
一

、

‐

ノ

〆

シルバー人材
セン夕－

（派遣元）

賃金の支払

一
派遣労働会員

(派遣労働者）
に、 ノ

‐ーー■■■■－■■■■■■一一ー■■一＝ー一■■■■‐ロー■■■■一旬ロー■■‐■■‐■■車一一■■－■■■■一一一一■■－－－－－口‐ー■■ー‐ー■■ー－－ーーーー■■■■■■－－■■一口ｰ‐■■‐‐‐ーー■■ーー－■■■■一一ｰー■■■■■ー＝一■

1※労働契約で雇用された派遣労働登録会員はセンターから会社等に派遣され､派遣先の指揮命1
｜ 令により業務を従事します｡概ね労働日数は､月に10日以内､労働時間は週20時間以内です｡(業’
1 務拡大は週30時間)社会保険･雇用保険の適用はありませんが､労働災害保険が適用されます。 ノ
ー●■‐■■口一一一一一＝ーーーーーー■■＝■■■■■■＝■■一一＝＝■■■■一一ー一一■■‐ロq■‐‐ー‐‐‐q■ー‐一一■■ー‐ーq■‐ー‐‐一一一一一一q■ぬ一一■‐■■ー■■■■＝ー一一一凸一一口一一＝‐ーー画一ーー■■一一ーーーー■■■■■■一口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

知らないうちに栄養が不足しているかも？

必要な栄養が足りない状態が続くと、少しずつ筋力や体力が低下し、感染症などの病気にか

かりやすくなり、転倒などの原因にもなります。

低栄養を防ぐためには？

①1日3食（朝食昼食・夕食）を食べる。

②主食（ご飯、パン、麺類)、主菜（魚、肉、卵、大豆製品)、副菜（野菜）をそろえる。

③たんぱく質を意識する。

たんぱく質のちよい足しで低栄養予防1食事例です。
戸、 〆 、、 、〆〆 1

1

☆間食
壱

たんぱく質の

多いもの

プリン

ヨーグルト

☆昼食 、P
＝

うどん今

きつねうどん

酢の物

かまぼこ、油揚Iゴ

をプラス！

☆夕食J6
ごはん

味0曽汁＝豚汁

焼き魚

ごま和え

豚肉をプラス！

☆朝食②
ご飯＝しらす丼

味噌汁

玉子焼き

しらすをプラス！

Iか轆昊！ 」
由揚げ

、と ノノ、 〆

〆 、

ちよい足しに便利な食材！ ！

さば缶・サンマ缶・焼き鳥缶などの常備できる缶詰ハム・卵などは手軽にたんぱく質を

補いやすいです。
（ ノ

山梨IIj役所健康増進課

5 令和5年1月1日



進
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
除
草
し
た
草
な

ど
が
い
つ
ぱ
い
に
詰
め
込
ま
れ
た
甲
州
市
の

黄
色
い
ゴ
ミ
袋
の
山
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

そ
の
山
と
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
地
面

を
眺
め
て
は
有
難
さ
が
ひ
と
し
お
で
す
。

今
後
の
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

河
川
向
け
の
総
合
設
備
業
者
と
し
て
、
治
水
、

利
水
及
び
水
資
源
の
有
効
活
用
に
取
り
組
み
、

全
国
に
多
数
の
各
種
水
門
や
除
塵
機
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
日
本
自
動
機
工
株
式
会
社
は
、

先
代
社
長
の
生
家
の
あ
っ
た
塩
山
の
地
に
社

員
向
け
の
保
養
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
風
光

明
媚
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
山
梨
の
地
に
あ
る
保

養
所
は
、
社
員
・
家
族
に
と
っ
て
憩
い
の
場

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で

利
用
者
も
減
り
閑
散
と
し
た
地
に
雑
草
は
容

赦
な
く
繁
茂
し
、
芝
生
に
ど
ん
ど
ん
は
び
こ

る
ス
ギ
ナ
に
も
閉
口
す
る
日
々
で
し
た
。

先
代
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
下
見
か
ら
始

ま
り
、
計
画
を
立
て
て
皆
で
分
担
し
て
作
業
を

一
嗜
鴬
ら
の
お
声
］

お
客
様
か
ら
の
お
声

シ
ル
バ
ー
に
噸
ん
で
よ
か
っ
庭
～

「
情
熱
を
も
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
る
皆
様
に
感
謝
し
て
・
・
」

甲
州
市
塩
山

日
本
自
動
機
工
株
式
会
社

ル
ナ
保
養
所
古
屋
久
明
様

感
想
を
い
た
だ
き
ま

おいタ事し も
様
々
な
で
き
る
仕

考
え
て
お
り
、

高
齢
者
の
方
に
働
い

ふ
れ
あ
い
さ
わ
や
か
・
・
・
と
軽
快
な
音

楽
が
流
れ
る
、
株
式
会
社
綿
半
Ｊ
マ
ー
ト
の

綿
半
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
万
力
店
で
店
長
を

務
め
て
お
ら
れ
る
等
々
力
勝
和
ス
ト
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
か
ら
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン

タ
ー
」
）
で
は
万
力
店
で
、
長
期
間
に
わ
た
り

現
在
ま
で
屋
外
で
の
販
売
用
植
物
へ
の
潅
水

と
清
掃
の
請
負
業
務
を
、
ま
た
今
年
か
ら
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
野
菜
な
ど
の
品
出

し
業
務
の
ご
用
命
を
い
た
だ
き
複
数
名
の
会

員
が
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

等
々
力
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
か
ら
は
「
店
舗

の
業
態
も
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
従
業

員
の
業
務
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
セ
ン

タ
ー
会
員
が
ス
キ
マ
を
つ
な
ぐ
短
時
間
の
就

業
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
従
業
員
が
他

に
行
う
べ
き
業
務
に
よ
り
専
念
で
き
、
大
変

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

本
店
舗
で
は
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
元
気
な

株
式
会
社
綿
半
Ｊ
マ
ー
ト

綿
半
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
万
力
店
様

て

た
○ が

あ
れ
ば
セ
ン

ー
に
お
願
い
し
て

き
た
い
と
考
え
て

り
ま
す
。
」
と
の

い
た
だ
き
た
い
と

え
て
お
り
、
今
後

皿
留

■
百
■
■
■
■
■
勺
、
〃
Ｌ
０
ｊ

璽罵
ffI'f
ー＝ｺｰ』' 耐'篭

＊
シ
ル
ボ
ン
ヌ
（
の
ぎ
Ｏ
弓
の
）
と
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
女
性
会
員

の
愛
称
で
す
。
「
シ
ル
バ
ー
命
号
臼
匡
と
「
女
性
の

私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

た
き
っ
か
け
は
、
地
域
や
市
内
の
「
地
元
」
を
も
っ

と
良
く
知
り
、
深
く
関
わ
り
、
仕
事
が
好
き
で
体

を
動
か
し
て
い
た
い
、
初
め
て
の
こ
と
を
体

験
し
た
い
な
ど
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

そ
の
間
に
は
父
の
介
護
も
あ
り
退
会
す
る
こ

と
も
考
え
ま
し
た
が
、
会
員
と
し
て
は
登
録

を
続
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
関
連
の

講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
に
父
が
他
界
し
、
再
び
自
分
の

時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
市
内
の
事
業
所
に
就
業
し
て
海
外
か
ら

の
従
業
員
の
方
と
の
交
流
や
輪
番
制
の
朝
礼

の
司
会
等
で
、
日
々
新
た
な
発
見
が
あ
り
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

孫
か
ら
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ

ね
。
」
と
か
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
仕
事
し
て
す
ご

い
。
」
な
ど
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

女
性
会
員
が
チ
ョ
コ
つ
と
で
き
る
仕
事
が

も
っ
と
増
え
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。

シ
凡
パ
ー
に
入
会
し
て
よ
か
っ
庭
～

「
女
性
会
員
（
シ
ル
ボ
ン
ヌ
）
と
し
て
」

《
室

二
二
一

山
梨
市廣
瀬
和
美
様

紹

に
行
け
ば
先
生

と
生
徒
が
大
き

な
声
で
「
こ
ん

に
ち
は
」
、
「
給

食
美
味
し
か
っ

た
で
す
」
と
、

声
を
掛
け
て
く

れ
ま
す
。
そ
の

私
は
、
長
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
て

三
年
間
何
も
せ
ず
、
ず
っ
と
家
に
居
ま
し
た
。

時
々
、
実
家
の
畑
に
行
っ
て
時
期
に
は
野
菜
作
り

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
心
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し

ま
い
自
由
気
ま
ま
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
知
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
た
話
を
聞
い
て
、
私
も
今
年
か
ら
登

録
し
ま
し
た
。
初
め
て
電
話
が
あ
っ
た
の
は
、

草
取
り
の
仕
事
で
し
た
。
汗
を
流
し
た
後
の
休

憩
時
間
の
お
茶
が
と
て
も
美
味
し
く
感
じ
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
仕
事
で
し
た
が
、
皆
が
親
切
に

教
え
て
く
れ
て
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ま

し
た
。
今
、
月
、
水
、
金
曜
日
の
週
三
回
学
校

の
給
食
の
仕
事
で
、
時
間
は
短
い
け
れ
ど
学
校

お
手
伝
い
・
親

切
（
フ
ラ
ン
ス
語

の
ご
○
ロ
ロ
の
）
」
の

意
味
を
合
わ
せ

た
造
語
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で

地
域
社
会
に
貢
献
」

甲
州
市
勝
沼
町

薪
入
会
員
）
平
山
保
様

公
基
東
塑
過
團
謝
削

シ
地
ハ
ー
人
舞
ゼ
ン
溝

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｆ
“ 畠！

ー
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お
元
気
で

お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

山
梨
市
三
富

（
最
高
齢
会
員
）
茂
手
木
富
代
様

本
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
最
高
年
齢
会

員
で
あ
る
茂
手
木
富
代
さ
ん
（
九
五
歳
）
は
、

会
員
と
し
て
令
和
四
年
七
月
ま
で
、
就
業
先

の
三
富
広
瀬
ダ
ム
周
辺
管
理
業
務
で
、
長
年

に
渡
り
手
取
り
の
草
取
り
に
従
事
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

八
年
前
八
七
歳
の
時
、
本
会
報
に
「
働
け

る
喜
び
は
最
高
で
す
」
と
の
記
事
を
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
ご
家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
文
字

ど
お
り
「
生
涯
現
役
」
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

茂
手
木
さ
ん
は
、
「
生
ま
れ
も
育
ち
も
、
ま

た
嫁
ぎ
先
も
三
富
地
域
で
す
。
入
会
し
て
二

十
四
年
。
シ
ル
バ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
仲
間

と
交
流
し
地
域
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
大
変

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
ご
自
宅
の
縁

側
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
し
み
じ
み
と
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
を
退
会
さ
れ
て
も
、
お
体
を
大
切
に

言
葉
が
嬉
し
く
学
校
に
行
く
た
び
に
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
通
じ
て
心
穏
や
か
に

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
長
年
の
就
労
お
疲
れ
様
で
し
た
Ⅱ
」

亜
会
員
の
ひ
ろ
ば

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
俳
句
一

俳

句

｛
川
柳
｝

jll

柳

亡
き
夫
に
行
っ
て
来
る
ね
と
留
守
頼
み

炎
天
下
水
分
補
給
で
活
き
返
り

甲
州
市
古
屋
政
江

草
刈
り
や
遠
く
に
鈴
虫
リ
ー
ン
リ
ン

十
六
夜
の
月
を
見
な
が
ら
一
句
読
み

甲
州
市
山
中
妙
子

残
り
物
食
べ
て
元
気
な
生
き
残
り

粗
食
で
も
貴
方
の
為
と
諭
さ
れ
る

長
雨
で
農
家
は
ず
れ
で
熊
当
り

牙
を
む
く
熊
の
母
ち
ゃ
ん
人
み
た
い

幾
歳
か
君
を
頼
り
の
家
族
あ
り

山
梨
市
上
野
千
秋

ン
ル
バ
ー
文
芸
（
順
不
同
）

、

一
短
歌
｝

短

歌

草
を
取
り
振
り
む
き
見
れ
ば
花
や
樹
も

三
九
と
言
う
如
く
風
も
爽
や
か

真
夏
日
に
仲
間
と
一
寸
ひ
と
休
み

和
気
相
合
と
皆
八
十
路
過
ぎ

甲
州
市
古
屋
政
江

除
草
機
を
肩
に
か
つ
い
で
公
園
に

友
と
一
休
昔
を
語
り
て

友
を
呼
び
公
園
の
草
刈
り
い
そ
い
そ
と

一
体
の
お
茶
に
元
気
を
い
た
だ
く

山
梨
市
一
風

菊
薫
る
小
春
日
和
の
お
参
り
は

三
歳
の
孫
成
長
祈
る

夫
婦
道
上
り
下
り
の
年
月
は

早
半
世
紀
歩
み
続
け
る

甲
州
市
金
婚
式

見
渡
せ
ば
棚
田
の
稲
も
色
す
ぎ
て

刈
り
取
り
は
じ
む
山
里
の
秋

甲
州
市
ヤ
マ
ち
ゃ
ん

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

センターからお知らせ1
《インボイス制度の対応について会員様へ》

適格請求書（以下「インボイス｣）とは、売り手が買い手に対して、売り手が消費税等の課税事業であり、
消費税等を納税していることを買い手に知らせる書類となります。
現在、対象となる期間の売上額が1,000万円以下の事業者は消費税の申告納税は免除されており、これはインボ
イス制度後も変わりはありません。ただ、取引先が課税事業者か否かで、売り手は対応を変える必要が出てきます。
シルバー人材センター（以下「本センター｣）にあてはめてみますと、売り手（以下「会員｣）は取引先が
買い手（以下「本センター｣）にほぼ限定されております。本センターは消費税等の課税事業者ですので、会
員からインボイスをもらわないと、本センターが消費税の申告納税の際、会員に支払った消費税等が経費と
して認められず控除（仕入税額控除）できなくなり経営の安定化に影響が出てまいります。
令和5年度税制改正に関しましては、会員の皆様にご協力を頂く場合があるかもしれませんが、その際に
はご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

今後も、理事会、ホームページ等を通じて関係する情報等を提供してまいります。

7令和5年1月1日



論謬獅縫篭繕謹継③診鵬侭一ヘ々
お役に立ちきす。地域で！

お気軽にご才

輔こんな仕事をお受けします

串▼”ん＝凸
｜
画
】

屋内・屋外の清掃／除草（草刈り・草取り）

公園等の清掃／晨作業／墓地の除草及び清掃など令和4年11月1日現在会員数(人）
男性女性 計

く技術･技能分野>l 塩山事務所 、旧74旧2
山梨事務所 144 91 235

植木の手入れ剪定・消毒作業

襖・障子・網戸の張替え／軽易な大工仕事など 合計 262 165427

HP:https://webc.sjc.ne.jp/y-enzan/index
E-mail :y-enzan@sicne.jp1

、
４<施設管理分野〉

公共施設の夜間・休日等の管理／倉庫等の管理

公園・緑地等の管理

<サービス分野〉

会員蟇集家事全般の手伝い／粗大ごみ運搬

病院付添いなど シルバー人材センターでは、健康で

仕事をする意欲のある、概ね60歳以
上の会員を募集しています。

入会希望の方は各事務所で行われる

入会の説明を受けてください。

詳しくは各事務所にお問い合わせく
ださい。ホームページもご覧ください。

筆耕（宛名書き・賞状・命名害き）

1
「
‐
４

<折衝外交分野〉

チラシ等の配布、配達など

（注）高年齢者のため、重労働や高所作業などの危険な作業は出来ません。
ーーー■■ー■■一■■一一ー一Ⅱ■■ｰ一一■■Pｰ‐一一ーー一ｰ‐ｰー■■ー■■4■■＝■■｡■■■■4■■■■ー■■1■■■■■■■■、

編集後記

☆発注者様を初め住民の皆様のひとかた
ならぬご愛顧を賜り、第31号の発行を迎
えることが出来ました。厚く感謝申し上
げます。今年も地域社会のニーズに応え
られるよう、精一杯努めてまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

☆皆様にとりまして、素晴らしい年にな
りますように、お祈り申し上げます。

編集委員 北 直行 吉岡ミサイ

岡 進 日原勝美

ノ

｜ お問い合せはこちらまで
1

｜ 公益社団法人

東山梨地区広域シルバー人材センター
塩山事務所

山梨事務所

0553(32)41 10
0553(32)41 19

0553(22)4150
0553(22)4006

Ｌ
Ｘ
Ｌ
Ｘ

Ｅ
Ａ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
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<事務分野〉


